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　前回は、AI・IoT・ビッグデータなどが生命保険の商品・サービスに与えている影響を取り上げました。今回は、AI・RPAなどがわたしたちの雇用や働き方に与えて
いる影響や今後求められるものについて、みなさんとともに考えたいと思います。
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  AIによるサポートで営業職員のみなさんの活動はどう変わるのか
AI･RPAなどの技術革新は、営業職員のみなさんの活動に大きな影響を与えるこ
とが想定されます。営業職員のみなさんへのサポートとしてAIの活用を進めてい
る会社では、AIがお客さまに関するさまざまなデータを分析し営業職員に見込み
客を提示することなどを通じて、すべての営業職員のみなさんがお客さまにより
適した商品を効率的に提案できるようになることをめざしています。
　また、AI･RPAなどの活用で営業職員のみなさんの業務負荷を軽減することに
よって、本来の募集・お客さまサービス活動に、より注力・専念できる体制整備を
進めています。
　生命保険商品は、営業職員のみなさんがお客さまとのフェイス・トゥ・フェイス
による「対話」を通じて、加入後のメンテナンスも含め、お客さまに最適な商品をコ
ンサルティングすることが重要で、その対話に十分な時間を取るためにも、AIによ
るサポートは有効と考えられるのです。

  「一般職」「旧一般職」のみなさんの働き方に大きな影響が出ている
AI･RPAなどの技術革新は、商品・サービスの開発、保険加入時の査定や保険金
の支払い、事務業務全般、資産運用など、多岐にわたる業務に影響を及ぼしてい
ます。
　内勤職員のみなさんについては、本紙6月号でもご紹介しました通り、特に「一般
職」や、職種転換を経た「旧一般職」（現・地域型総合職など）のみなさんの業務や働

き方に大きな影響が出ています。具体的には、AI･RPAの活用などにより事務業務
の削減・効率化が進められる中で、事務・マネジメント業務のさらなる高度化や、
新たな職種・職務（営業のサポート業務やお客さまサービス訪問業務など）での役
割発揮が一層求められています。
こうした中、「一般職」「旧一般職」のみなさんが働きがいや納得感をもって、よ

り前向きに役割発揮していくためには、上司・管理職が新たな職種・職務の重要
性・必要性をしっかりと伝えサポートするとともに、「一般職」「旧一般職」のみな
さん一人ひとりが自らのキャリアを主体的に考えていくことが一層重要になっ
ています。

  AIを使いこなすことが一層重要に
こうしたことからも、今後は営業職員・内勤職員ともに、AI･RPAなどの活用に
よる業務負荷軽減を通じて、効率的な働き方を実現していくとともに、お客さまへ
のより良いサービスの提供につなげていく必要があります。
　そのためにも、わたしたちは、「AIに使われる」のではなく、「AIを使いこなす」能
力・スキルを身に付けることが今後一層求められるといえるでしょう。
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全国５地区で「くらしと生命保険を語る会」を開催！
～ご参加の組合員のみなさん、ありがとうございました～
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ॾ՝୊のղܾに͚޲た取組みをޮՌ的にਐΊるたΊ、೔ࠒよりࢲたͪの੓ࡦにご理
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　令和の時代
に相応しい新
たな経済政策
として、生命
保険料控除等
の各種控除の
拡大等、消費

を促す家計ファーストの政策が必
要である。今後も衆議院の財務金
融委員会を中心に、税制や財政に
関する問題に取り組みながら、生保
労連の皆さんの活動を後押しして
いきたい。

　日本経済は
未だ良くなっ
ていないとの
認識の下、国
民民主党は、
国民生活の向
上に向けて取

組みを進めている。国民に日本が取る
べき道筋を示し、選択していただけるよ
うにしたい。今後も支援議員として、生
保関連税制の充実や銀行窓販問題に取
り組みたい。

　国民民主党の
マニュフェストで
は、いかに世帯の
収入を増やし、支
出を減らすかに視
点をおいている。
党の税制改正要

望に生命保険料控除制度の拡充をはじ
めとした生保労連の税制改正要望を全
て盛り込んだのも、こうした視点からで
ある。今後も、生保労連の要望実現に
向け取り組んでいきたい。

　安心できる
社会保障制度
にするために
は、税金や社
会保険料の無
駄遣いをなく
すことに加え、

働く者の視点からの政策が必要だ。そ
うした政策の1つに生保労連が要望と
して掲げる生命保険控除制度の拡充が
ある。今後、自助努力に対する支援の
必要性はますます高まるだろう。

　社会人になって
社会保障制度を学
んだことがきっか
けで、このままで
は公的な社会保障
制度は維持できな
いと考え、政治を

めざすようになった。生保労連が訴えて
いる公私ミックスの考え方を国政にお
いても広め、持続可能な社会保障制度
の確立に向けて、これからも取り組んで
いきたい。

　民主党政権時代
に行った高等学校
の無償化に対し、
「本当に助かった」
との声をよく聞く。
政策の方向性自体
は良かったと実感し

ている。同様に、先日、成立した「子ども・
子育て支援法改正案」についても、方向
性は良いと思う。ただ、全ての財源を幼
児教育の無償化に使わずに、待機児童を
減らすこと等にも対策が必要であったと
考えている。
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　日頃より、生
保労連には、
きめ細かく情
報交換・情報
提供いただい
ている。引き
続き、産業政

策課題の実現に向けてしっかりと取
り組んでいきたい。また、安心して
働くことができる職場の実現に向
け、セクハラ・マタハラ対策など働
く者の視点から取組みを進めていき
たい。

　平成31年度
税制改正では、
生命保険料控
除制度は現状
維持となった
が、引き続き
当制度の拡充

に向け取り組んでいきたい。また、
学校教育の場で、安心して暮らすこ
とができるよう生命保険の基本を教
えることも大切だと考えており、今
後、こうした課題にも取り組んでい
きたい。
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